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以上の関係を継承する装置として筆者が注目したのが「犬っこまつり」である。2 月第 1 土










































  人と犬とが深く心の結びつきを持ち、互いに尊敬し、感謝していた関係があった。 
2) 犬猫を人の仲間とするもの同士がし連帯感を持つ 
「供養祭」来訪者のペットを地域の犬猫同様に遇し、亡くなった知人や来られない人のため
















  伝統的人・犬関係の知識を得ると共に、共生感性を醸成する事が出来る。 
2) 自然回帰効果 
  新奇なものに興味を持ち、臭いを嗅ぎながら、里山をゆっくり歩き回ることにより、人と
犬の双方が、都会の窮屈な空間から解き放たれ本来の姿を取り戻すことができる。 
3) 共生空間家庭内持続効果 
  遍路中に犬が本来的習性を発揮すると、飼い主とペット犬の双方が帰宅後も持続して精神
的に安定して過ごす事ができ、良好な共生空間を家庭内に展開することが可能になる。 
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4) 対地域効果 
上記の効果により、人と犬とが安定した生活を営むようになると、地域住民から、温かな
まなざしで見守られるようになると同時に、犬遍路に組み込まれたマナー習得の仕掛けに
より、地域住民に対して配慮することができるようになる。 
 
こうした犬遍路の手法は、犬にまつわる伝承・伝説が存在する地域で展開可能であること、
しかも、そのような地域は日本各地に存在することをも指摘した。（第 3章） 
 
3.6．未来志向型人・犬共生空間の創出 
最後に筆者は、これら高畠における人・犬関係についての空間の履歴調査の結果を編み出し
た「犬遍路」という手法とともに参加観察として、地域にフィードバックした。また、実際に
高畠町高安地区に対して、「犬の宮由来記」関連の代表的な 12か所聖地をめぐる「高畠犬猫
いぬねこ
1 2
ワンニャン
遍路」を提案した。これらを「犬猫安らぎの郷づくり構想」として提示し、この提案は同庁に
受容されるという成果を得た。（第 4章） 
 
4.まとめ 
現代社会においては、かつて日本に存在した伝統的人・犬関係は失われ、人とペット犬とが
共生できないという問題が生じている。犬の持つ本来の習性は、生かされていないどころか、
正すべきもの、矯正すべきもの、必要のないものとされることが一般的になってしまった。 
しかしながら、犬の本来の習性を生かした共生空間が壊滅してしまった訳ではなく、東北地
方には、「秋田湯沢犬っこまつり」や「山形県東置賜郡高畠町全国ペット供養祭」など日本の伝
統的な人・犬関係を維持した共生空間が残存していることが明らかになった。この 2つの祭祀
空間では、犬の本来的習性に従って振る舞う犬たちを、人は「仲間」としてあるがまま受け入
れ、共に生きるという関係性を重要視していることがわかった。この 2地域の空間の履歴を探
ると、人と犬とが連れ立って自由に野山を歩き、同じ目的をもって協働していたことが知れた。 
東北に関係性が残存していた要因を探ると、「空間の履歴」に伝統的人・犬関係があり、存続
するための宗教的な装置が働き、そのことが良好な関係性を創出していたことを明らかにした。 
そこで、この祭祀空間における人・犬共生関係を持続的に現代社会に再現するための方策と
して、空間の履歴のある地を巡る「犬遍路」を筆者が考案し、検証した。その結果、良好な共
生空間が展開され、方策として有効であることが実証できた。 
また、本研究の過程で、日本各地に犬に纏わる伝承・伝説の存在を明らかにした。つまり、
人と犬が共に犬関連の聖地を巡る「犬遍路」は、本研究で取り上げた地域のみならず、各地で
展開することが可能となる。それによって人とペット犬との共生空間である「安らぎ空間」は、
全国に広がると推察される。実際、高畠町に空間の履歴を使った高畠町の犬遍路を示し、「ペッ
ト安らぎの郷」構想を提案したところ、具現化しつつあるという成果を得た。 
人は便利さ快適さを追求するあまり、周囲のものを変えようとする。犬に対してもまた然り
で、行動を修正して人の社会に合わせてきた。そのため、犬の環境適応能力をはるかに超えた
要求をし続ける羽目となった。さらに、都会化された生活は、人の環境適応能力をもはるかに
超えてしまった。今こそ伝統的な生活や様々な関わりを取り戻す時期に来ている。 
伝統的民衆知を現在に生かす方策を実際に地域に提案することで、環境向上のための方策と
技術を提供するという環境人間学のミッション実現に僅かなりとも貢献できたなら幸いである。 
なお、第二章の調査は (独)日本学術振興会、異分野融合による方法的革新を目指した人文・
社会科学研究推進事業「日本の環境思想と地球環境問題－人文知からの未来への提言」（研究代
表 秋道智彌）の成果の一端である 
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